
女 子 床 運 動 音 楽 に 関 す る 一 考 察

菊 本 哲 也 吉 田 夏

I 研 究 目 的

床連動音楽の創作にお いて， 動 き の リ ズ ム を いかに と り 入れるか， ま た， 演奏にお い て
は， 動 き にど の程度 ま で合わせたらよいのか ・ ・ ・ ・ など ， 伴奏音楽（体操音楽全般につ いて
も同 じである）の問題点を ， 1966 年 9 月 ， ド ル ト ム ン ト におい て行なわれた世界体操選
手権大会女子床運動規定間題より ， その終結部分の動 き と 伴奏音楽の分析研究によって究
明ずるものである。

II 研究方法およ び結果 と 考察

演技被験者 ・ ・ ・ ・ 熟練者 2 名 東京女子体育大学体操部員 (K. S,  E. M.) 
ピ ア ニ ス ト ・ ・ ・ ・ 研究者

実験は二つにわかれているので， これを 次のように別 々 に述べるこ と にする。
1) 実 験 ： A 方 法

動 き の分析
音楽の分析

2) 結果 と 考察 ： A 

3) 実 験 ： B 方 法
4) 結果 と 考察 ： B 

1) 実 験 ： A 方 法
終結部分の 2 小節前より演奏 し， 1 小節前より演技を 始めさせた。（楽譜 ： 1 参照）
各被験者の自 由な演技を， 16 mm フ ィ ル ム に撮影 した。

フ ィ ル ム 速度， 秒速 24 コ マ ，
同 時に， 演技に合わせた伴奏音楽を， 磁気録音 テ ー プに， 録音 した。

テ ー プ速度， 秒速 19 セ ン チ
動 き の 分析 （図中 G. I) 

先に撮影 した 16 mm フ ィ ル ム から， 視覚的力点 と 思われる， 手， 足の離着床の コ マ数
を 調べ， これを グ ラ フ に記入 した。

註 1 視覚的力点を選んだのは， ピア ニ ス ト か ら見た場合， 細いアク セ ン ト は， 運動の力点 よ り ，
視覚的力点の方が 自 然強 く 印 象に残り， そ こ に合わせるこ と と なる場合が多い ためである。

註 2 グ ラ フは， 3cm を 1 秒 と したが， こ れは実験 ： B における， 脳波， 脈波のス ピ ー ドが，
3 cm/sec であるため， 合わせたのである。

なお， 助走開始を① と し ， コ マ 数もここを 0 と している。
⑦ · ・ ・ ・ 助 走 開 始
◎ … • 第 1 回前方転回 開始 （ふみ き る）
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楽譜 1 1966 世界体操選手権大会女子床連動規定問題音楽
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◎ ・ ・ ・ ・ 第 2 回前方転 回 開始 （ふみき る）
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音楽 の分析 （図中 G. II) 

録音 した音楽の各音を， ス ト ッ プ ウ オ ッ チを用いて時間的に コ ピ ー し ， これを動 きの分
析に平行 して記入 し た。 かなり の伸 び縮みがあり， 小節線は不要なので， 記入 してない。

動 き の分析 と 同 じ く ， ①か ら⑮ ま での記号を記入 した。

2) 結果 と 考察 ： A

並列 した二つの図か ら， 動 き と 伴奏音楽のズ レがよ く わか る 。
動 き の分析により ， この前方回転 （腕立前方回転）は，

ふみ き り けあげー一着 地
と ， 三つの視覚的力点を持 っ てい る こ と がわか っ た。 すなわち ， 3 拍子の リ ズ ム において
運動が行なわれてい る のであ る。 特に第 2 拍にあた る 部分がやや長めであ る こ と は， ウ ィ
ン ナ ワ ル ツ の リ ズ ム と よ く 似ており ， 「のび」 あ る いは 「浮いた」 状態の拍 と な っ てい る 。

したが っ て音楽的には， 第 1 拍， 第 2 拍のど ち らにも ア ク セ ン ト をつ けた方が 良いの
であ る が， この楽譜には， 左手の第 2 拍に， 明 らかにその ア ク セ ン ト をみ る こ と ができ る 。

註 3 ウ イ ン ナ ワ ル ツ では第 2 拍がやや弧 く ， 長 く 演奏 さ れる。

こ う して， 前方回転の リ ズ ム によ く 合 っ た伴奏音楽であ る こ と が， こ こ に証 明 されたよ
うであ る 。

助走開始①では， いずれも， 音楽が遅れてい る 。 (0.5 ~0.7 秒）
この原 因は， 演技がその直前に 「のび」 の状態にあり ， 倒れる ように して次のス テ ッ プ

に移 る ため， ピ ア ニ ス ト が見誤 っ て し ま うのであ ろうが， この場合， 遅れは重大な ミ ス と
はな らない。

註 4 遅れはすなわち， 光に対する反応時間を意味 して いる。 一般的には， 0.19 ~ 0.22 秒 と 言われ
ており， こ の反応時間をかなりうわ ま わ っ て いるが， 次のス テ ッ プ （助走） 3 歩に 特に影響
はない と 思われる。 ちなみに， 音に対する反応時間は 0.12~ 0.18 秒 と 言われる。

む し ろ 次の助走 と ， 第 1 回前方回転 と の間に問題点があ る ようであ る。
第 2 図 G 1 ・ ・ ・ ・ 37 ~43
第 3 図 G 1 ・ ・ ・ ・ 35 ~47

上記の部分は， 3 歩助走の中， 第 3 歩の滞空時間を示 し てい る 。 （規定では， 別にホ ッ
プ と はい っ てないが， 次の動き への予動 と し て， ど の被験者もかなりのホ ッ プ と な っ てい
る）。

これは第 3 拍にあた る はずであ る が， いずれの図も， 次の小節にあた る 前方回転の音楽
の第 1 拍に く い込んでい る 。 これには次の二つの解釈ができ る ように思われ る 。

1 . . …①で遅れた ピ ア ニ ス ト が， 瞬間あせりを感じたため， ◎では逆にはや く な っ て し
ま い， ◎でお ち つ きをと りもど し， ほぼ合 っ たのであ ろ う。

2 . … • この楽譜を見た と こ ろ ， 音符は ほぼ等間隔に並んでおり， 音楽的にも自然な楽譜
に近いこ と か ら ， この演奏を正 しい と して， ◎は ズ レてもやむを得ないのではな
いだ ろ うか。 つ ま り ， 終結部全体の流れに合 っ た動 き と 音楽 と であれば， 細か く
合わせた伴奏 は不要 と い っ た見方であ る 。

し か し ， 先に述べたように， 前方回転は， 3 拍子の リ ズ ムを持 っ ており ， このこ と か ら
前者の見方が正 し いのではないか と 思われ る 。 ま た今一つ， ホ ッ プ （第 3 拍）を助走開始
後の最初の視覚的 ア ク セ ン ト と みな し ， ここに音楽の ア ク セ ン ト ， すなわ ち 次の小節の第
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1 拍を お く ことも， 自然な ことかも知れない。 特に ピ ア ニ ス ト からは， そのように見 える
ことが当然考 えられもする。

その上， この種 目 は． 動 き が はや く なると， その リ ズ ム は し だいに次のように変化する
ことも考慮されなければならない。

」 J J ➔  f 」 『 → j j•I 

第 4 図

以 上のように， 実験 ： A から考察 し て み たが， 規定問題は音楽といえど も， か えるわけ
には ゆ かないので， 演奏方法と し て ， む し ろ助走の部分を ， 遅めに弾 く ことを 考えるほか
ないであ ろ う。

3) 実 験 ： B 方 法
実験 ： A で録音 し た各被験者の伴奏音楽を ， こ こでは逆に聞 き ながら， 動 ぎ を想像 し て

の脳波， 脈波の記録をとった。
註 5 想像 （ イ メ ー ジ） に よ る測定はすでに各方面で研究 さ れ ており， ほぼ満足な結果を期待 で 含

る こ と が報告 さ れ ている。 （主 と して精神電流現象において）

脳 波 （前 頭）・ ・ · • 第 2 . 3 図 中 G. III 
脳 波 （後 頭）・ ・ ・ • 第 2 . 3 図 中 G. IV
指尖脈波 （右手第 2 指）・ ・ ・ ・ 第 2 . 3 図中 G. V

これら 3 現象測定のデ ー タ は次のとおりである。

GAIN ゜ ゜ 4 

LO. CUT 0 . 1 sec 0 . 1  sec 0 .3 sec 

HI . CUT 30 cps 30 cps | 30 cps 

CAI . SEL 50 µV 50 µV 50 µV 

G.  III G . IV G. V 

第 5 図 3 現象測定デ ー タ
註 6 脳波の特性 と して， 特 殊な音以外は， 音の刺激に よ る反応は少な く ，

2 次的に， イ メ ー ジする こ と に よ り反応を示すこ と が知 られ て いる。
こ の性質を利用するわけである。

4) 結果 と 考察 ： B
この実験によると， 現象 III にい く つかのス パ イ ク がみられた。 これは前頭部の聴覚中

枢の反応が強 く ， タ イ マ ー の音や， 音楽の フ ォ ル テ音による も のである。 （註 6 の特殊な
音に属 し ているわけであ ろ う。）現象 III IV 共に， 波形は大部分が § 波であるが， これ
は各被験者とも， 相 当緊張 し て おり， a 波のような大 き い波形はあ ま り みられなかった 。
特に被験者 K. S. （第 2 図）の場合少なかった。

グ ラ フ におい て は， 主と し て 電位の変動を模式的に示 し た。 太線の部分は著 し < /3 波の
現れた ことを 意味する。

現象 V の グ ラ フ は， 電位の変動を実線で， 振幅の変化を 点線で示 し て ある。
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ここで脳波 （現象 III , IV) と脈波（現象 V) にわけて考察を進めてみることにする。
脳 波 所 見
各被験者共， 現象 III においては主として （ ＋ ） の電位を保ち， 現象 IV においては，

逆に （ 一 ） の電位を保っている。
これは， 聴覚中枢（前頭） と運動中枢（後頭） との賦活の差異であり， 実際に動いてい

ないため， 後者の電位が総じて低いものと思われる。
同 じ く 現象 III においては， 両者共に， 振幡が小さ く ， 現象 IV においては

｛第 2 図 ( K . s .）・・・・小さし 、

第 3 図 (E. M.）・ . . 変化が激し い
今少し細か く みてみると次のような結果が出た。
現 象 ： III

第 2図• • • • 著し い 戸 波が多 く みられ， 動 き の ア ク セントにほぼ一致している。
耐）に異状波がみられる。
a 波はほとんどみられない。

第 3 図・• • • 特に著し い g 波はみられない。

現 象 ： IV

④および＠に異状波がみられる。
a 波しまみられない。

第 2図• • • • 著しい § 波が随所にみられる。（動 き の ア ク セ ントに合っている）
a 波が数 力 所みられる。

第 3図 • • • • 著し い § 波が随所にみられる。（動 き の ア ク セ ン ト に合 っ ている）
a 波が数力 所みられる。

脈 波 所 見

振幅の変化が著し いことは先に述べたとおりである。
被験者 E. M. においてはこの現象 IV と次の現象 V とは， いずれも振
幅の変化が著しい。

現 象 ： V すなわち指尖脈波においては， 被験者により， 振幅， 電位共に異っているが，
全体的な形は非常によ く 似ている。

© ® ◎  ⑤ ® 
I ....--

第 6 図 脈波の振幅， 電位， 模式図

第 6 図のように， ①◎⑤においていずれも， かなりの低下がみられる。
ここで， 振幅と電位にわけて， 考察を進めてみることにする。
振 幅

第 2 図， 第 3 図共に①の直前に最大振幅が現れている。
第 2図 ・ ・ • • あまり大き く 変化していないし， その値も小さい。
第 3 図 … • かなり大き く 変化しており， その値も大 き い。



118 菊 本 哲 也 吉 田 夏

電 位
第 2図， 第 3図共に①および⑤に異状な低下がみ られ る。 また⑦の直前に高い値が み

られ る 。
第 2 図 ・ ・・・ 全体に基線に近 く ， 十 一両方の値を示してい る。
第 3図 ・ ・ ・ ・ 全体の値を示してい る 。

以上のように， 脳波， 脈波を調べてみ る と， 被験者 E . M は， 非常に緊張していたもの
と思われ， 逆に被験者 K. S はそれほどでないことがわか る。

また， この実験 ： B は， 音 楽を聞 き それに合わせての演技想像であ る ため， ⑦におい て
は， 被験者が， 音楽に合わせようとしてい る さ まが， よ く あ らわれてい る 。

終止 ボ ー ズ⑮においても， かなり合わせようとしてい る ようであ る 。
しかし， 演技途中の 2 回の前方回転においては， 特に合わせようとはせず， むしろ各 々

の動 きのリ ズ ム や テンポにしたがって， 自由に浪技しようとしてい る ようであ る 。

III ま と め

以上のように， 動 き と音楽の時間的分析による 比較， そして， 動 き のイメ ー ジ測定に よ
る 両者の相互関係の実際を研究してみ ると， 床運動の音楽については次のようなことが考
えられ， またあ る 程度証明も さ れたように思われ る。

構成 さ れた演技において， その開始部分および終結部分では， 動 き によ く 合った演奏が
望まし く ， 演技者が， 伴奏音楽をかなりたよりとしてい る ことが再確認 さ れた。

逆に演技途中においては， 動きのリ ズ ム をいかした音楽であ れば， 演奏は特に ピ ッ タリ
と合 う必要はな く ， むしろ， よどみな く 流れて， 演技者にほどよい表現感覚を与え る 方が
より望ましいようであ る。 無理に合わせようとして， かえって演技者にリ ズ ム のみだれを
感じ さ せ る ようなことがあっては， 伴奏音楽として逆効果を生むこととなってしまう。

このようなことが らは， 古 く は人類の起源， 音楽， 舞踊の起源より， そしてバ レ エ の発
展す る 17 世紀頃より， 「 動き の聴覚化」か 「 音楽の視覚化」 かと， し き りに論議 さ れて き
たわけであり， 有名なチ ャ イ コ フ ス キ ー のバ レ エ音楽で さ え， 小節数まで定められていた
こと等， 音楽と動きとの距離は容易に縮ま る こ とがないのであ る 。

今回の研究により， 結局， 両者の相互理解において， より近い距離の演技を， 音楽を，
創作す る 以外にはないことを改 めて痛感 さ せられた。

本研究に当り， 東京女子体育大学清川 誡ー教授の御指導をいただ き ， ここに深 く 感謝の
意を表します。
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